
＜感染状況について＞
・ 全国の新規感染者数は、報告日ベースでは、１月11日には、直近一週間では10万人あたり約36人に達したが、１月中旬以
降減少傾向となっており、直近の１週間では10万人あたり約19人となっている。（発症日ベースでは、１月上旬以降減少傾向）

実効再生産数：全国的には、１月中旬以降１を下回っており、直近で0.80となっている（１月15日時点）。１都３県、大阪・兵庫・京都、愛
知・岐阜、福岡、栃木では、概ね１を下回る水準が続いている。（１月16日時点）

・ 入院者数は減少がみられるが、重症者数、死亡者数は引き続き過去最多の水準。新規感染者数の減少が入院者数、重症
者数の減少につながるには一定の期間が見込まれ、対応を続けている保健所や医療機関の職員はすでに相当疲弊し、業
務への影響が懸念される。多数の感染者数の発生が続く中、新型コロナの診療と通常の医療との両立が困難な状況が続
いており、救急対応への影響が見られる事例などが生じているほか、病床の逼迫により入院・療養等調整中となる事例も
依然として多数見られている。また、高齢者施設でのクラスター発生事例も増加。

【地域の動向】
①首都圏 東京都では、新規感染者数は減少が続き、宣言期間中のピークの1/2を下回り、直近の一週間では10万人あたり約43人となっている。医療

提供体制は非常に厳しい状況が継続し、救急対応にも影響が出ている。自治体での入院等の調整が厳しい状況も継続。神奈川、埼玉、千葉でも

新規感染者数は減少傾向であり、人口10万人あたりそれぞれ約30人、約25人、約33人となっている。いずれも医療提供体制は厳しい状況。

栃木では、新規感染者数の減少が続き、直近の一週間では10万人あたり約11人まで減少。病床使用率は低下傾向であるが、医療提供体制の

負荷への影響について、引き続き注視する必要。

②関西圏 大阪では、新規感染者数の減少が続いており、直近の一週間では10万人あたりステージⅣの指標となっている25人に近づく約26人となって

いる。一方、医療提供体制や自治体での入院調整は厳しい状況が継続。また、高齢者施設等でのクラスターが継続的に発生。兵庫、京都でも新

規感染者数は減少傾向であり、人口10万人あたりそれぞれ約20人、約27人となっているが、医療提供体制は厳しい状況。

④中京圏 愛知では、新規感染者数の減少が続いており、直近の一週間では、10万人あたり約16人となっている。岐阜でも新規感染者数の減少が継

続し、直近の一週間では10万人あたり約14人まで減少。いずれも、医療提供体制は厳しい状況である。新規感染者数の減少に伴う医療提供体制

の負荷への影響について、引き続き注視する必要。

⑤九州 福岡では、新規感染者数の減少が続いており、直近の一週間では、10万人あたり約22人となっている。医療提供体制は厳しい状況である。新

規感染者数の減少に伴う医療提供体制の負荷への影響について、引き続き注視する必要。

⑥上記以外の地域 茨城では、新規感染者数の減少が続いているが、直近一週間で10万人あたり15人を超えている。また、沖縄では、減少の動きが

見られるものの、宮古島での感染拡大もあり、10万人あたり35人を超える水準となっており、医療提供体制は、非常に厳しい状況。

【変異株】
・ 英国、南アフリカ等で増加がみられる新規変異株は、国内では、海外渡航歴のある症例及びその接触者に加え、国内での
２次感染によると考えられる、海外渡航歴のない者から変異株が発見される事例も生じている。従来株と比較して感染性が
高い可能性があり、国内で持続的に感染した場合には、現状より急速に拡大するリスクがある。英国株については、変異に
よる重篤度への影響も注視が必要。
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＜感染状況の分析＞
• 年末年始の新規感染者急増のあと減少傾向となり、飲食店での感染は減少しているが、医療機関・福祉施設を中心とした
感染・クラスターが全国的に発生している。発症日別の感染者数の年明けからの全国的な急増については、20−50才台が
多かったが、その後減少した。しかし、80代、90代では減少がみられておらず、重症者や死亡者が増加する可能性があり、
動向に注意が必要。また、年末年始の感染者数や陽性率の動きは、忘年会等での感染等の影響等や帰省による世代間の
伝播、帰省や仕事始めの前に検査受診が増えたことも考えられるが、引き続き分析が必要。

• 年末年始にかけて、地理的にも、都市部から周辺地域へという形で感染が拡大したことも踏まえると、大都市における感染
を抑制する対策を継続することが、地方での感染を抑えることにも有効である。

※直近１週間の新規感染者数は、東京都だけで全国の1/4弱を占め、１都３県で1/２強を占めている。また、緊急事態宣言下の11都府県で新
規感染者数の８割弱を占めている。

＜必要な対策＞
• 1月7日には東京をはじめとする首都圏（１都３県）に、１月13日には関西圏、中京圏、福岡、栃木の２府５県に緊急事態宣言
が発出された。飲食店等に着目した今般の取組への協力もあり、これらの地域では、新規感染者数は減少傾向となってい
る。特に、栃木県では、人口10万人あたり15人を下回っており、医療提供体制や公衆衛生体制の負荷への影響について、
引き続き注視する必要があるが、病床使用率も低下傾向となっている。重症者数、死亡者数を増加させないためにも、引き
続き新規感染者数を減少させる取組が必要。また、感染拡大の核となる場や影響の変化にあわせた取組も検討すべき。

• 緊急事態措置については、減少傾向を確かなものとするため、対策の徹底が必要。また、今後措置の対象でなくなっても、
直ちに急速な再増加につなげないことが重要であり、引き続き感染者数を減少させるための取組が必要。一方、入院者
数、重症者数が引き続き発生する状況も想定される中で必要な医療提供体制の確保が必要。また、宿泊療養の効率的な
活用や医師会等へのフォローアップの委託や効率的なモニタリングなど自宅療養の環境整備を進めることが必要。併せ
て、検査体制の更なる強化に取り組むべき。

• 福祉施設および医療機関における感染拡大を阻止する取り組みが必要である。施設等における感染予防、拡大防止、検
査による感染の早期発見や発生時に備えた対応、発生時の対応の強化に取り組むとともに、現場で実際に対応につなが
る支援を図るべき。手引きや動画などによる自主点検や様々な政府の支援策を活用すること、専門家の派遣体制を構築す
ることが求められる。

• 変異株国内流入の監視のため、リスク評価に基づく検疫体制の強化が必要である。また、国内での変異株検査体制も強化
して、感染者が見つかった場合には積極的疫学調査の実施が求められる。併せて、引き続きゲノム分析の実施が必要。個
人の基本的な感染予防策は、従来と同様に、３密の回避、マスクの着用、手洗いなどが推奨される。
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※ 「入院患者数の動向」は、厚生労働省「新型コロナウイルス感染症患者の療養状況、病床数等に関する調査」による。この調査では、記載日の０時時点で調査・公表している。
重症者数については、8月14日公表分以前とは対象者の基準が異なる。また、 同調査（令和3年1月29日公表）では、東京都の重症者の受入確保病床使用率について、「重症者数567は本調査のために国基
準で集計されたものであり、確保病床数500と単純に比較できない。」とされている。
↑は前週と比べ増加、↓は減少、→は同水準を意味する。

〇入院患者数の動向

〇検査体制の動向

1/4～1/10 1/11～1/17 1/18～1/24

407,529件↑10.7%↓ 424,725件↑ 9.8%↓ 475,366件↑ 7.4%↓

79,433件↑15.6%↑ 88,047件↑12.0%↓ 93,010件↑  9.1%↓

35,101件↑13.9%↓ 30,142件↓19.4%↑ 35,464件↑13.7%↓

17,335件↑13.4%↓ 16,519件↓11.2%↓ 17,128件↑ 9.2%↓

34,828件↑10.6%↑ 33,269件↓11.0%↑ 39,962件↑ 8.4%↓

19,160件↑ 5.4%↑ 19,668件↑ 5.6%↑ 20,059件↑ 4.3%↓

19,249件↑10.4%↑ 22,502件↑ 9.2%↓ 26,288件↑ 6.2%↓

4,770件↑ 9.5%↑ 6,988件↑ 7.1%↓ 8,317件↑ 7.4%↑

1/13 1/20 1/27

全国 14,825人（53.5%） ↑ 14,724人（52.8%） ↓ 14,417人（51.7%） ↓

東京 3,345人（83.6%） ↑ 2,957人（73.9%） ↓ 2,933人（73.3%） ↓

神奈川 829人（42.8%） ↑ 938人（48.4%） ↑ 928人（59.7%） ↓

愛知 702人（63.7%） ↑ 697人（63.2%） ↓ 718人（65.2%） ↑

大阪 1,149人（71.7%） ↑ 1,198人（74.8%） ↑ 1,211人（68.2%） ↑

北海道 725人（40.0%） ↓ 708人（39.1%） ↓ 704人（38.9%） ↓

福岡 489人（80.2%） ↑ 507人（79.1%） ↑ 572人（84.5%） ↑

沖縄 236人（50.3%） ↑ 320人（68.2%） ↑ 368人（78.5%） ↑

〇重症者数の動向

（対人口10万人（人）） （検査数、陽性者割合）

（入院者数（対受入確保病床数）

1/13 1/20 1/27

1,424人（39.9%） ↑ 1,505人（41.8%） ↑ 1,569人（43.3%） ↑

523人（104.6%） ↑ 535人（107.0%） ↑ 567人（113.4%） ↑

102人（51.0%） ↑ 111人（55.5%） ↑ 105人（55.3%） ↓

51人（49.5%） ↑ 54人（43.2%） ↑ 67人（53.6%） ↑

261人（65.7%） ↑ 256人（64.5%） ↓ 270人（64.0%） ↑

12人 （6.6%） ↓ 13人 （7.1%） ↑ 18人 （9.9%） ↑

19人（17.3%） ↓ 27人（24.5%） ↑ 35人（31.8%） ↑

27人（50.9%） ↑ 30人（56.6%） ↑ 38人（71.7%） ↑

（入院者数（対受入確保病床数）

1/11～1/17 1/18～1/24 1/25～1/31

全国 33.04人（41,691人）↓ 27.85人（35,141人）↓ 19.21人（24,238人）↓

東京 75.61人（10,526人）↓ 60.48人 （8,420人） ↓ 42.75人 （5,951人） ↓

神奈川 63.52人 （5,843人） ↑ 52.64人 （4,842人） ↓ 29.75人 （2,736人） ↓

愛知 24.55人 （1,854人） ↓ 20.78人 （1,569人） ↓ 15.70人 （1,186人） ↓

大阪 41.36人 （3,643人） ↓ 38.13人 （3,359人） ↓ 25.75人 （2,268人） ↓

北海道 20.97人 （1,101人） ↑ 16.27人 （854人） ↓ 14.80人 （777人） ↓

福岡 40.67人 （2,076人） ↑ 32.13人 （1,640人） ↓ 21.92人 （1,119人） ↓

沖縄 34.21人 （497人） ↑ 42.46人 （617人） ↑ 36.89人 （536人） ↓




